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人文学部で は､ 大学設置規準の 大綱化に伴い ､ 平成

5 年度に従前の カリキ ュ ラ ム の 抜本的な改訂を ､ さら

に
一

年後 の 平成 6 年度には ､ 教養部の廃止 ･ 転換及び

人文学部改細. に伴うカリキ ュ ラ ム 改訂をそれぞ れ行な

い ､ 本年 3 月 ､ 平成 6 年度入学生の2 6 8 人を卒業させ

るに及んだ｡ こ の 間､ 二 種額 の カリキ ュ ラ ム の運用を

通 じて指摘された 問題点の 改善をはか る べ く､ 学部内

で履修 コ
ー

ス 委員会や学務委員会を中心 に議論を重ね ､

平成1 0年度以降入学者に適用す る新カリキ ュ ラ ム を作

成するに い た っ た ｡ 以下そ の概要を示す ｡

新カリキ ュ ラムの基本的特色

( 1) 演習科 目の充実 人文学部で は ､ 講義系科目も

さることながら､ より教育効果の高い 演習科目を教養･

専門 の い ずれにおい て も重視 して きた ｡ と りわ け第 1

年次学生を対象とす る ｢ 人文教養演習+ は ､ 2 0 人以下

の 少人数で構成され､ 人文科学の 諸分野の 差異にかか

わらず将来必要とされる自主的な研究姿勢､ 方法等の

育成を目的と した科目 で あるが ､ こ の度 の カリキ ュ ラ

ム の見直 しに際 して ､ コ マ 数を大幅に増設した ｡ 従来

の ように教師の
一

方的な講義の 中に ≪正解≫ を求め る

の で はなく ､ 演習参加者が 主体的に疑問と取り組み ､

相互に応酬 し合うとい う姿勢そ れ自体が大切なの だ と

い う考え方に基づく ｡ 議論を繰 り返す過程で ､ 自分 の

思い 込み や先入観が少 しず つ融解し､ 崩され､ 代わり

に あらたな未知の 自己が形成されて いく ､ こ う した持

続的な問い 掛けの プ ロ セ ス こそ が思索の 深化や人間の

成長を約束 してくれるはずだ｡

(2) 外国語教育の充実 人文学部で は､ す で に平成

5 年度から初修外国語の
一

部に つ い て は､ 短期集中 コ
ー

ス を導入 して い たが ､ 平成10 年度か らは教養科目の ド

イ ツ 語 ･ フ ラ ン ス 語 ･ ロ シ ア語 ･ 中国語 ･ 朝鮮語に つ

い て は ､ す べ て を短期集中 コ
ー

ス で 開設するように改

めた ｡ 文献 の読解力は言うに及ばず ､ い わゆ る ≪使え

る≫外国語の 実力を効果的に修得させ るため の措置で

ある ｡ さらに ､ 人文学部の 全課程に実習系科目として ､

コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 科 目を大幅に増設 し､ 国際化し つ

つ ある実社会の ニ
ー ズ に応えうる外国語運用能力の 向

上をはか っ た ｡

(3) 専門共通科目の 新設 人文学部で は ､ い わゆる

教養教育が専門教育の 基礎的 ､ 補完的性格を持 つ とは

考え て い ない ｡ 狭義 の 専門教育は ､ 言うま で もなく ､

絶えず専門領域の細分化 ･ 差異化の方向に進んだり ､

閉鏡的な制度を生み出 した りする危険 ､ つ まり
一

種 の

自専門中心主義の危険を内在させ て い る｡ 結果と して ､

自専門の 深化はおろか ､ 逆 にそ の 痩身化を招く ことに

もなりかねない ｡ 人文学部で は ､ 実効ある教養教育を

尊重する観点か ら､ 第 3 ･ 4 年次学生に対 して専門共

通科目を新設 した ｡ 学生がそ れぞれの専門分野の初等

的知識を修得 した後に こそ ､ は じめ て異分野との関連

や接点 へ の 理解､ 相互に通底する問題 へ の 関心 も生ま

れ､ ひ い て は各専門分野の深化 ･ 統合が可能になると

判断 したからである｡ す で に平成 5 年､ 6 年 の カリキ ュ

ラ ム 改訂時に開設 した ､ や はり第3 ･ 4 年次学生向け

の ｢ 教養ⅠⅠ種+ 科目と相保 っ て ､ こ の専門共通科目の

履修により ､ 学生には ､ 断片的な専門知識の 習得に終

らず､ よ り柔軟で鋭い 智慧を磨い てくれる よう期待 し

て い る｡

そ の他

卒業要件や履修方法等におい て も､ 以下 の ように若

干の改訂を行 な っ た ｡

(彰 卒業要件単位数に つ い て ､ 13 2 単位から124 単位に

減らした ｡ 学生 の 予習
･

復習に充て る時間を確保す

るた め で ある｡

(参 学生は ､ こ れま で各専門分野の演習 ( ゼ ミ) に所

属 して い たが ､ 今後は､ より広範な履修 コ ー ス に所

属する ことと した ｡

(参 学生が専門科目を選択するに際 し､ 自ら の専門分

野の 科月 の み ならず異分野の専門科目を履修して も､

そ の修得単位の 多くを卒業要件単位と し て認定す る

方向で 履修細則を改めた ｡

④ これまで各年次の学生に対 して進級判定を行な っ て

きたが ､ 第3 年次進級時にのみ行なうこ とと改めた ｡
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